
お知らせ

国
民
健
康
被
保
険
者
は
高
額
療

養
費
の
申
請
方
法
が
簡
単
に

　
ひ
と
月
の
医
療
費
が
所
得
区
分
に
応

じ
て
決
め
ら
れ
た
限
度
額
を
超
え
た
場

合
、
そ
の
差
額
分
の
金
額
が
高
額
療
養

費
と
し
て
支
給
さ
れ
ま
す
。
こ
れ
ま
で

は
高
額
療
養
費
に
該
当
す
る
度
に
申
請

手
続
き
が
必
要
で
し
た
が
、
４
月
以
降

の
申
請
分
か
ら
希
望
す
る
人
は
随
時
口

座
登
録
を
行
い
、
そ
れ
以
降
は
自
動
振

り
込
み
が
可
能
と
な
り
ま
す
。

自
動
振
り
込
み
の
登
録
方
法
　
高
額
療

養
費
の
申
請
を
行
う
際
に
、
口
座
情
報

を
申
請
書
に
記
入
し
、
地
域
医
療
連
携

課
へ
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。
一
度
口
座

を
登
録
す
る
と
、
2
回
目
以
降
は
申
請

手
続
き
が
不
要
と
な
り
ま
す
。（
最
初

の
申
請
は
今
ま
で
通
り
の
申
請
手
続
き

と
な
り
ま
す
）

　
振
込
日
前
に
は
高
額
療
養
費
支
給
決

定
通
知
書
を
送
付
し
ま
す
。

自
動
振
り
込
み
の
対
象
外　
次
の
場
合

は
自
動
振
り
込
み
の
対
象
と
な
り
ま
せ

ん
が
、
高
額
療
養
費
に
該
当
し
た
場
合

は
申
請
書
を
送
付
し
ま
す
の
で
申
請
し

て
く
だ
さ
い
。

①
口
座
解
約
な
ど
で
指
定
さ
れ
た
金
融

機
関
の
口
座
へ
振
り
込
み
が
で
き
な

か
っ
た
場
合

②
国
民
健
康
保
険
税
の
滞
納
が
あ
る
場

合③
転
出
、
死
亡
、
世
帯
分
離
な
ど
に
よ

る
異
動
が
あ
っ
た
場
合

注
意
事
項　

①
75
歳
到
達
、
ま
た
は
そ
の
他
の
理
由

に
よ
り
後
期
高
齢
者
医
療
制
度
に
移
行

し
た
場
合
に
は
、
別
途
、
高
額
療
養
費

支
給
申
請
書
の
提
出
が
必
要
で
す
。
自

動
移
行
は
さ
れ
ま
せ
ん
の
で
ご
注
意
く

だ
さ
い
。

②
交
通
事
故
な
ど
の
第
三
者
行
為
、
医

療
費
の
窓
口
負
担
額
の
未
払
い
の
場
合

は
、
地
域
医
療
連
携
課
ま
で
お
知
ら
せ

く
だ
さ
い
。

③
自
動
振
り
込
み
を
停
止
し
た
い
場
合

は
、
地
域
医
療
連
携
課
へ
ご
連
絡
く
だ

さ
い
。

問
地
域
医
療
連
携
課
☎
21
‐
０
２
５
８

合
併
処
理
浄
化
槽
設
置
整
備
事
業

補
助
金
制
度
を
拡
充
し
ま
し
た

助成対象 助成金額

新たな合併処理浄
化槽設置に要する

費用

５人槽 33万 2000 円

７人槽 41万 4000 円

10人槽～ 54万 8000 円～

合併処理浄化槽
設置に伴い追加で
要する費用

【拡充】単独処理浄化槽撤去 12万円（上限額）

【新設】くみ取り槽撤去 ９万円（上限額）

【新設】単独処理浄化槽の雨
水貯留槽などへの再利用

９万円（上限額）

【新設】単独処理浄化槽・くみ取り
槽からの転換に伴う宅内配管工事

30万円（上限額）

対
象　
公
共
下
水
道
な
ど
の
整
備
さ
れ

て
い
な
い
区
域
で
住
宅（
共
同
住
宅
を

含
む
）に
設
置
す
る
人（
下
水
道
が
使
え

る
地
域
以
外
の
家
庭
が
対
象
）

※
設
置
工
事
着
手
後
や
完
了
後
の
申
請

は
補
助
対
象
に
な
り
ま
せ
ん
。
詳
し
く

は
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

問
上
下
水
道
課
☎
21
‐
０
２
４
４
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